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出
づ
る
を
常

と

し
、®
出
入
に
對
し
て

も

國
家
當
路
者
自
ら
國
家
的
利
益
の
見
地

’

- 

, 

. 

. 

.

ょ
り
之
を
指

*

制
馭
す
る
を
方
針
と
し
た
る
が
故
に

^

輸
出
獎

_

に
當
り
て
は
®
出
を
自
的

-
 

.
 

♦

ビ
せ
る
各

«

の
産
業
に
對
し
て
輸
出
獎
勵
金
、補
助
金
等
の
給
：與
、原
料
®
出
の
制
限
等
の
手
段 

に
侬
i

直
接
に
そ
れ

A

\

0

 

^

業
.

に

保

課

後

：採
：を

與

ふ:

る
：を

原

則

：
S

じ
れ
れ
ど

も

、

當
今
に
於

»

 

る
輸
出
獎

H 1

策
は
全
く
之

V
J

異
な
ぅ
、對
外

.

貿
易
も

.

典

發

達

は

內

國

谪

業

：と

等

し

'く

國

內

に

於 

け
る
私
人
企
業
家
各
自
の
自
發
的
苦
心

と

興
企
業
的
精
神
並
に
勸
勉
ビ
に
待
れ
ざ
る
可
ら
ざ 

る
も
の
な

.

り
と
爲
し

'

國
'

家
は
'

唯
、法
律
：條
約

i

適
當
の
施

‘
^

.

に
依
$

私)

人
：の
自
發
的
活
動
に

m

便

利

な

石

條

件

を

制

i

此
す
る

.

を

以

で

政

策

の

«

本
方
針
ど
爲
す
が
故
に

V

補

助

金

獎

腾

金

等

m 

直

接

的

後

援

は

縱

令

ひ

多

少

其

實

ぁ

P

ビ

す

る

も

特

殊

の

必

1?
に

應

ず

る

例

外

的

の

施

设

，

 

過
ぎ
す
、往

時

の

如

く

1

般

-0
原
則
で
し
て

之

を

認

め

た

る

も

の

に

非

ざ

る

な

b

。

欲
0

の
種
類
益

//
祓

雛

e

爲

K

V
分

業
益
々

0

み
て
產
業
の
種
類
亦
膨
る
祓
雜

i

爲
れ
る
龄

今
の

社

會
に

於

て

、】

.
々

»
要
の
存
す
る
所
を
指
示
し
.各

種

當

業

者

を
督
獎

.

.し

て

，そ
れ
^
_
サ

• 

, 

..
 

•
.

供
給
に
盡
カ
せ
し
む
る
が
如
き
は

.
如

何

{:
明
敏
な
る
當
：路
者
ビ
.：雖
：も
到
底
能
く
し
辱
る
所
卜 

非
す
。各
自
自
已
の
利
益
'に
刺
激
さ
れ
て
虎
視
縢
服
需
寒
の
存
す
る
所
を
察
し
て
そ
れ

t

の
 

方
面
に
鄭
棠
的
に
®
動
す

る

無
數
の
企
業
家

.の
％
發

#

#

,

,動」

に
隊
る
に

、
.

#ざ
.
れ
ば
、適
當
の
古 

IT

に
炉
つ
.て
適
當
の
供：

給
を
爲
す
の
一
事
は
；到
.
底

期

待

す

る
.を
'得
す
。列
國
'企

業

家
0.

競
^

姐 

W

R

於

て

各

自

の

輸

出

を

促

進

せ

ん

ビ
.
す
る
谷
國
.
家
“

；
私
人
企
：業
，‘家
の
.；自
：發
的
活
動
：を
以
十 

at

增
猶
の
-
第

r

否

な
®

一.
の

原

動

力

た
&

し
’
め

ん
'ビ

す

る

典

政

策
0

精
*

は
眞
；に
5|
:

な
P

/

 

い
ふ
、可
し
パ
/

n

:'

然
り

ど
：

雖
，も

各
企

業

家
：
.

の
行
動

.

は
何
れ
の
社
..
會

に

於

て
も

，之
を
園
繞
せ
る
幾
多
の

'
:
社
：
#

的 

條
件

に
支
配
せ

”

ら

れ

ざ

.

る

を

得

ず

。
ー

般

人

民

の

文

化

發

達

の

程

度

、交

通

機

關

の

ー

發

達

、信

.

用
.制

姑

十

怨

(

九
七
九
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論

說

輪

.

出

獎

勵

の

手

段
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：

‘笫
七
號
.

八四

度
0

完
備
：の
：

_程
度
、權

'
利
.
.の
"
保
謙
：其

'
他
0

法
# .

的ー
^
 

そ
此
雙
の

」

社
會
：的
條
件

0
 

備
木

.備
は
實
；に
私
，人
企
業
家
の
成
功
、：不
成
功
'
を
^

右
^ .

を
.

«

本
の
要
例
に
し
て
又
同

'
時
に

.31 

企
業
的
行
動
を
促
進
し
又
は

f
f
lJ1
:

す
る
大
原
因
れ
る
，な
ち
。然
れ
.ば
仲
等
谷
種
の
條
件
を
完
備 

し
て
务
方

®

に
於
け
：る

.
企
®

家
の
活
動
に
便
せ
ん

i

す
る
施
：設
は

g

姐
各
國
の
當
路
考
の
何 

力れ
.
：̂

?

.f
.

諸
產
業
發
辑
：の
爲
に
極
力
盡
粹
す
る
所
：に
し

T

、
鐡
.
道
水
運

.其
：他
の
交
通
機

»J
の

 

'完
«

、•
行
貨
幣

取
引
所

の
制
度

0

完
成
、
«

通
：及
び
踮
拘
敎
：靑
の
.
機
_

0

.

_

等
所
謂
る
經
濟 

政
策

上
の

施
設
は
病

ど

悉
く
此
等

企

業
家
の
活
動

に

.便

.し

一
般

企
*

家
：：

の
\
—

由
行
動
：に：對
す

. 

ノ 

.

•
る
谷
種
の
妨
害
を
期
除
す
る
を
目
的
ビ
す

る

も

の
に
非
ざ
る
な
し
。而
し
て
此
方
®
に
於
け
る 

國
家
の
施
設
す
可
き
範

_

は
頗
る
廣
ぐ
、所
謂

る

毕
產
鼙
達
"の

tf
c

#

的
條
件
は
#
く
國
家
的
施 

設
に
依
り
て
多
少
之
を
左
右
し
得
可
き
も
の
ぁ
九
經
濟
方
面
に
於
け
る
國
，家
行
爲
の
最
近
數 

十
年
來
著
し
く
增
加

.
膦
.張
し
來
れ
る
は
各
國
朝
野
の
識
者
等
し

く

佌
事
實
を

0
0
す
る
に
至 

れ
る
の
結
果
に
し
て
、輸
出
促
進
上
に
於
け
る
國
家
の
施
設
も
亦
此
方

' ®

に
於
：て
施
す
可
き
の 

劃
策
甚
だ
少
な
か
ら
ざ
る
な

b

.°

.

’
t
e
.に
前
'|1

も一
”

る
が
如
く
、輸

出

品

の

販

路

は

全

く

自

國

；の
領
外
，.に
在
り
て
國
家
權
力

唯
K

；

1

!

!

!

の
保

*

的

施

設

は

直

接

に

其

取

引

の

上

に

及

び

難

.

き
も

.

の

ぁ

る

が

故

：ーに
、此

方

、而

に

於

で

國

家
 

か

^

.

國
糜
業
保
鱗
の

.

爲

に

施

し

得

可

き

施

設

行

»

は

0

ら

內

國

市

場

を

目

f ^
J

ど
せ

.

る
產

B

に 

對
す
る

_

が
如
く
自
曲
な
る
を
得
ず
、其

.

活

1 4
の

_

圆
從
つ
て
又
自
ら

.

制
限
せ
ら
れ
ざ
る
を
得

t

 

楚

れ

對

外

輸

出

獎

勵

の

施

設

を

し

て

對

內

往
產
企
業
に
對
す
る
政

1 -
i

自

ら

撰

を

M

に
ト
ー
し 

む
る
所
以
な
れ
と
も
、併

し

對

外

輸

出

の

產

業

が

彼

我

雨

地

の

社

會

的

條

#

R
支
配

せ

&

る

S
 

は

爾

餘

1

般

の

產

業

^

異
な
る

.

所

な

く

輸

出

の

«

易

は

主

ビ

し

て

此

，等

條

哔

，の

a

®

に

M

J:
右 

せ

ら

る

、
が
故
に
、苟
も
輸
出
を
促
進
、せ
ん
ビ
欲
ぜ
ば

«

家
は
此
方
两
に
.於
て
其
力
の
許
す
限 

ぅ
の
施
設
を
試
み
ざ
る
可
ら
ず
。而
し
て
恰
も
此
方
：而
に

#

:

て
國
象
的
施
®

の
有
效
な
る
範
阓 

は

®

た
少
な
か
ら
ず
、帝

な

國

家

の

力

R

依

る

に

非

'
ざ
れ
ば
私
人
«

し

く

は

私

人

[ «
體

の

容

易

：
 

夂
實
行
し
得
ざ
る
施
設
甚
だ
少
な
か
ら
ざ
る
な
り
。：

-

H
 

, 

.

ジ
.

.

.

• 

•

.

-
 

,

.

今
之
を
輸
出
商

I

業
者
ょ
り
觀
れ
ば
其
事
業
，の

*

®

に
.
取
h

て，先
：づ
第

】

R

必
要
な
る
は 

_

出
先
に

'
於
け
る
取
引
の
安
全
な
ヶ
。蓋
し
其
取
引
れ
る
自

H

々
圈
の
及
ば

'
ざ
る
外

1 1

に
.
'於
て
' 

行
.
は

る

、
も
の
に
し
て
.
其

對

身

國

は
.各
ー
自
國
0

:
政
.：治
土
：社
#

笫

十
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(
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辦
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八
六

1
且
外
國
品
の
販
賣
又

'
は
外
國
人

.の
營
業
に
制

|
限

を

刺

べ

得

：可

，

が
故
に
：國

家

の

力

に

依
り

そ 

れ
ぐ
の
外
國
に
於
け

.
る
商
品
の
販
賣
並
に
營
：業

.
に
對
■す

る

取
引
及
び
營
業

0
安
全
を
確
保 

す
る
に
非
ざ
れ
ば
、如
何
に
果
敢
な
る
輙
處

.
者
V

其
企
業
經
營
.を
證
せ
ざ
る
を
得
す
政
治 

上
劣
褪
な
る
邦
國
の
轍
出
商
霖

0 5

兎
角
振
は
ざ
る

.
は：
®

竟
斯
る
自
家

.：.的
保
謙
の
充
分
な
る
を

. 

#

ざ
る
が
爲
に
し
て
、方
今
谷
國

,

通
商
倐
約
に

_
依
り
そ
れ

-

^

の
.
.相
手
國

i

協
定
し
て
'只
猫 

自
國

K

R

の
對
手
國
に
於
け
る

.
&

居
、營
業
及
び
旅

«

の
.
安
全
を
.確
保
し
又
適
當
な
る
關
桃
協 

句
.に
侬
り
て
自
國
商
品
の
篇
に
其
販
路
開
拓
の

.
條
仲
を
可
及

g

輕
易
な

S

し
む
る
に

0

力
す 

る
は

一

に
之
が
爲
な
り
。此
點
ょ

 

>

觀
れ
ば
、自
國

.商
工
業
：者
の
爲
，に可
及
、的
有
利
な
る
通
商
倐 

約
關
桃
條
約
を
締
結
す
る
は
轍
出
促
進
上
第
一
の

.
必
要

手

段

に

し

て

、其
條
約
の
'规
定
條
项
は 

國
內
に
於
け
る
民
法

.商
法
其

>
.他
の
法

#

の
规
定
ヒ
等
し
ぐ
當
業
者
に
對
し
て
法
律
的
安
全
の

. 

基
磷
を
確
立
す
る
も
の
な
る

i

同
時
に
又
其
自
活
動
の
範
圍
を
限
定
す
る
も
の
と
い
ふ
可 

き
な

b

o

併
し
通
商
倐
約
に
依

b

て
輸
出
取
引
の
法

#

的
安
全
を
保
®
せ
な
の
み
に
て
は
ま
だ
以
て 

究
分
に

1
輸
出
上
に
於
け
る
私

.
人
企
業
の
活
動
に
對
す
る

f t

會
的
障
害
を
。敝

去

せ
K
y 

J

可

.. 

. 

, 

. 

ら
t

適
當
な
る
信
用
機
關

.
の

欠
2 .

ビ
交
通
聯
絡
の
不
完
：全
ビ
，は
往
々
、に
し
て
私
人
企
業
の
.鴆 

に
®

ゆ
可
ら
ざ
る
隙

®

た
る
.

こ
と
少
な

.か
ら
ず
。蓋
し
，法

律

習

惯
^}

異
'に

し

貨

».
制
度
を
興
に 

せ
る
地
域
に
其
販
路
を

'
求
、む

•る
場
合
に
於
て
は
其
取
引
ゆ

適

霞
が
る
一
信
用
機
關
の

媒

介
睃
肋 

を
要
す
る
こ
ビ
國
內
脱
引
よ

b

も
遙
に
大
な
る
も
の
ぁ
り
、又
國
際
間

'
の
運

f

'交
J

次
主

S

し 

て
經
濟
上
の
必
要
の
み
を
主
ど
し
國
內
交
通
の
如
く
政
治
社
交
等
の
必
要
よ
り
其
完
成
を
期 

す
る
こ
！
少
な
き
が
故
に
其
設
備
聯
絡
は
共
に
內
地
突
通
の
如
く
充
分
な
る
を
得
ざ
る
も
の 

ぁ
れ
ば
な

^N。

從
つ
て
輸
出
促
進
の
手
段

ノ
レ
し
て

^

路
考
の
須
ら

く

力
を
致
す
可
き
方
面
は

1̂ 

交
.
通
及
び
信
用
の
方
面
に
存
す
る
を
見
る
。

信
用
機
關
の
發
達
は
中
央
銀
行
を
除
く
の
外
常
今
殆
ど
全
く

.私
人
.
企

業

.，の
活
動
範
圍
は
委 

せ
ら

れ

、外
國
収
引

.に
對
す
る
信
用
の
媒
介
亦

.殆
ど
此
植
企
業
に
依
り
て
果
た
さ
：

る

、

の
狀
ぁ 

b

o
蓋
し
交
易
の
發
速
に
伸
：ひ
銀
行
其
他
信
用
の
媒
介
を
事
：ぐ

J

す
る
營
業
は
相
！

H

に
#
利
な
る 

營
業
と
し
て

#

立
.し
得
る

.が
故
'
に
、內
國
市
場
に
於
け
；る
ビ
等
し
く
外

® !

市
..場
1

の
取
引
に
對 

し
て
も
亦
特
に
國
家
の
拨
助
を
要
す
る
こ
ど
な
し
し
て
必
®
に
應
じ
相
當
な
る
此
種
媒
介
機 

關
の
發
速
し
れ
る
結

*

な
る
可
し

i

雖
も

•併

し
、各

】

國
の
見
地
よ

b

i l

れ
ば
斯
る
機
關
，に依 

访
十
怨

.(
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覿
輸
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手
段
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第七號八八

キ
て
最
大
の
利
俜

^

受
け

^

く

ぁ

る

は

其

機

，關
.を
設
定
じ
お
る
國
民
に

.外
な
.
ら
ず
。換
言
，.す
れ 

ば

其

®

出
賀
易
の
.
1發
逄
爾
鰊
の
：諸
國
に
先
ん
じ
、從
つ
て
他

0

.
諸
國
レ
に
先
：：ん
じ
.
.て
典
機
關
を

'
設
-
. 

定
'す
る
に
至
れ

る

邦
®

の
贸
為
乘
者

«

.
爲
に
至
大
の
利
益
を
收

.
むV:

る
を

#.
'れ
ど
も
質
為

.上
後

. 

進
國
の
輸
出
業
は
蔣

_

其
先
進
國
の
：銀
行
者
、時
ギ
し
て
は
競

^

國
作
る
、先
進
圃
の
；信
用
機
關 

に
依
賴
せ
ざ
る
を
得
ず
。其
問
の

.不

便〜

不
：利
益
.

0
は
蓋
し
想
：檄
：以
上
な
る
：可
し
。自

國

の

贸

易 

: 

の
爲
.
に

自

國

人

に

，依
!)
\

て
'
設
け
：ら
れ
れ
る
信
用
機

!

a

の
輸
出
業
者
に
：

.便
利

i

利

益

を

供

す

'る

;■ 

-
 

: 

. 
U
 

.

, 

次
第
は
我
正
金

r

n
f r

の
賀
易
發
逡
に
與

.

へ
れ
る
利
益
を
見
る
も
以
て
一
般
を
推
知
す
可
し
。縦

.

令
興
經
營
に
對
し

| ^

に
多
少

'
の
非
難
ぁ
る
に
せ
お
正
金
銀
行
，の
活
©
が
興
创
立
以
來
我
が
贺 

為
の
發
途
に
資
し
れ
る
偉
績

.は
復
れ
疑
ぶ
も
の
な
が
：る
可
し
。

勿
論
斯
く
云

へ
ば

V
J

て
吾
人
は 

敢
て
此
褪
金
融
機
關
設
の
爲
に

^

府
自
ら
直
接
に
*
說
立
に
當
る
可
し
と
い
ふ
に
非
す
又
政 

府
の
植
接
弊
雜
特
糚
倮
證
に
依

&

て

一

種
の
特
權
銀
行
を

.設
立
す
可

V

i

主
張
す
る
に
も
非

. 

ず
。純
然
れ
る
私

.
人
企
業
の
自
ら
立
ち
て
外
國
同
業
者
と
競
爭
場

a

P
角
逐
し
獨
立

_
獨
步
の
大 

機
關
を
設

S

す
る
に
至
ら
.ん
こ
ビ
こ
そ
菩
人
の
最
も
希
望
す
：る
所
な
れ
ど
も
、經
濟
上
殊
に
交

. 

易
上
後
進
國
作
る

0

0

 

0

實
業
寒

■に
取
り
て
は
當
初
ょ
り
外
：國
先
進
の
同
業
者

i

對
立
す
る

; 

■ 

• 

• 

. 

■ 

d 

>

こ
i

時
に
甚
だ
困
，難
な
-
る
の
'
事
情
な
き
に
非
：ず、又
信
用

.界
の
へ
安
全
ー
を
虫
眼
せ
す
る
內
國
の
»
 

行
法
規
が
時

.
に
金
融
準
者
の

.
自
m

を
拘
束
し
て
海

.外
に
於
け
る
其
自
由
；活
動
を
制
肘
す
る
が 

如
き
事
情
も
存
す
る
こ

V
J

な
き
に
非

2

に
於
て
か
、五

2

人
は
；內
國
金
融

'
業
者
の
海
外
發

M

に 

對
す
る
障

.
害
を
掀
去
せ
ん
が
爲
に
適
當
な
る
國
家
的
施

■

を
要
求
す
る

0

必
ず
し
も
不
當

R
 

非
ざ

る

を

覺

ゅ

る

な

：り
。特

0

銀
行
の
說
立

*

外
汆

_

攀
者
に
對
す
る
適

f

.の
行
政
柚
後
援
其 

他
直
接
間
接
の
拨
助
は
何
れ
も
其
拨
助
が
特
に
一
私
人
一
企
業
に
私
す
る
過
當
の
恩
恵
に
非 

ず
し
て
、

'一
般
贸

•
易
促
進
の
爲
に

.す
る
適
當
の
程
度
に
止
ま
る
も
，

0

な
る
以
上
、

1

槪
に
特
葸
と 

し
て
之
を
非
雛
せ
ず
し
て
可
な
る
可
し
。

信
用
機
關

.の
設
立
及
び
其
發
遝

i
等
し
く
交
通
，機
關

‘の：
it
;

*
及
び
：發
達
も
亦
私
人
企
業
の 

0
,
0
に
之
を
築
し
得
可
く
、又
斯
く
し
て
相
當
の
發
達
を
遂
げ
し
め

#;
可
き
も

.の
-に
厕
ぜ

V9
C
W
. 

國
內
の
交
通
機
關
は
方
今
鐵
道

'を
除
く
の
外
殆

.ど
f

國
家
の

«
後
®
營
：に
歸
し
、鐵
遒
も
亦 

之
を

.國
家
の
掌
裡
に
收
む

.る

.に
至
れ
る
邦
國
多
し
も
、獅

-
V

外
國
ぢ
の
ー
交
通
機
關
殊
に

M 

洋
の
交
埤

I

り
て

' は
'今
尙
ほ
殆

2

人
企
業
の
掌
中
に

I

。而
し
て
此
對
外
交
通
機
關
の 

發
.達
へ
は
信
用
機
關
の
場
，合
ど
等
し
く
先
づ
贸
易
先
進
國

R
起
り
主
ビ
し
て
其
質
易
に
資
す
る

:
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九
0

の
，實
あ
り
。加
ふ
る
：に
交
通
機
關
の
聯
，絡

«

信
用
機
關
の
聯
絡
ょ

&

も
交
易

0

#

逄
に
取
り
て 

.

遙
に
必
要
な

‘
る
.
必
須
の
：要
件
に
し
て
、自
國

.ど
直
接

.
の
'交
：通

.
聯
絡
な
き
邦

 ̂

槪
ね
直
接
聯
鉻
國
ビ

.
の
贸
易
の
糟
潞
を
眷
む
る
に
過
：ぎざ
る
の

«

な
き
を
得

^

^

權
の
搬
張

|-
:

: 

' 

.

,汲
々
れ
る
邦
國
が
蝉
近
競
：ふ
す
自
國
の

.
對
外
航
海
業
に

..莫
大
の

®

振
張
に
熱
中
す
る
の
所
以
の
も
の
は
一
は

「

コ
.
！
シ」

敎
授
：の
.
所
謂
：る
幽
旗
を
.海
外
に
揭
揚
せ
.ん 

•
 

と
す
る

.政

治

上

.の
0

的
；に
在
ぅ
ビ
は
云
へ
、主
た
る
目
的
は
依
て
以
て
自

_

の
海
外
貿
易
殊
に

'

典
輸
出
贸
易
に

4 0
.

せ

ん

ヾ

」

す
.る
に
外
な
ら

ざ

る

な
§

。殊
に
近
世
の
鸯
通
機
關
は
杻
時

ビ

0

な 

,

6
,
.之
に
耍
す
る
資
本
の
放
下
頗
る
巨
大
な
る
も
の
あ
る
を
，以
て
、將
來
大
に
有
望
な
る
邦
國
ぐ

J

 

の
貧
為
も
其
當
初
に
在
ぅ
て
ば

...容

.
爲
に
航

‘
海
業
を
維
持
繼

‘續
す
る
を
得
す
、貿
易
の
«
達
爲
に 

龃
る
可
く
し
て
容
界
に
起

b

得
ざ
る
が
如
ぎ
場
合
少
な
か
ら

t '
。斯
る
場
命
に
於

て

國
家
先
づ

.

.

適
常
の
補
助
に
依

W

交
通
聯
絡
の
途
を
開
か
し
む
る
に
：於
て
は
自
國
商
品
の
販
路
櫥
張
に
資 

す
る
こ
ビ
決
し
て

®

少
に
非
ざ

.る
可
し
。航
海
業
の
國
家
的
獎
靡
が
信
用
機
關
の
設

’定
ょ
ぅ
も 

'

.

,

遙
.
に
熱
心
に
耳
づ

1

» '

直
接
的
の
保
辉
に
依
り

.て
行
は

«

又
實
に
偶
然
に
非
ざ
る
な
り
。興

他
内
國
に
於
け

.
：，
も
鐡

'
道
の
運
賃
制

.度
を
適
宜

/
按
.
.排
し
て
商
品
.の
國
境
に
资
る
運
貨
を
特
に
輕

,
, 

■ 

.

.

.

.

. 

. 

• 

• 

. 

- 

.. 

- 

■ 
' 

V 
y 

. 

» .
 

.. 

*
-

0. 

r
f 

.

.

.

減
す
る
が
如
き
亦
輸
出
促
進

0

爲

(:
頗
る
有

.
效
.，な
る

^ .

段
に
し
て

'

鐵
道
を
國
有

V
J

せ
る
幾
多 

の
政
府
の
現
に
實
行
し
つ
、
ぁ
る
所

^

る
，な

6

。

通
商
條
約

V
J

信
用
機

.關
及
び
交
通
聯
絡
の
完
成
ビ
は
國
家
れ
依
つ
て
以
て
其
«
出
を
促
進 

.せ
ん
が
爲
に
施
す
可
き
至
要
の
施
設
に

®

し
、.一
般
敎
育
の
促
進
殊
に
技

«

及
び
商
業
敎
宵
の 

促
進
_ W

部
俟
ち
て
輸
出
に
對
す
る
祉
會
條
件
を
改
岚
す
る

'
最
重

®

の
.

•

手段
なち
國家
の
 

此
後
援
.に

侬

り
て
輸
出
商
工
業
者
は
興

®

動
，の
範
園
を
櫥
張
せ

S

れ

其
を

0 
0

0

に
自
r i
l

R

 

手
腕
を
振
ふ
の
便
益
を
得
る
次
第
な
れ
ど
も
、併
し
、斯
る
條
件
の
下
に
於
て
も
外
國
市
場
に
活 

泐
せ
ん
が
爲
に
は
尙
ほ
一
個
人
、一
企
業
の
容
易
に
排
除
し
雛
き
幾
多
の
困
難
の
存
す
る

も

の

ぁ
り
。
- ®

め
外
國
市
場
の
形
勢
を

-
硏
究
す
る
に
伸
ふ

.

®

雛
^
'
:外
®

市
場
に
對
し
て
聯
絡
を
設

S
 

. 

-

.

,

.

'

.

.

.
 

し
泡
つ
之
，を
利
用
す
1
る

に

伸

へ

る

困

類
5

は
即
ち
楚
な
ト
ノ
。而

し

，て
；此

等

の

困

難

の

排

除

に

對

し
て
國
家
其
他
の
公
圓

_
體
の
施
設
は
又
大
に
貢
献
し
.得
る
所
ぁ
る
な
久

.

.四

'

' 

' 

■

.
V

輸
出
商
工
業

.潘

各

艇

の

爲

に

外

_

に；

於

け

，る
'
其

商

品

の

適

杏
'：及
解
要
额
を
精
密
：し
、其
顧
客

0

信
用
程
度
及
び
性

.格
：
を

調

、奄

し

、

3|
;
.
廨

料

品
0

適

常

な

ゃ

仕

入

先

，̂

«

な
.る
.

_
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說
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輸
出
.
獎
勵
；の

y

'

婼七號九-

ニ

を
逐
一
密
耷
し
て
之

‘

報
吿
し

#

.
商
エ

»

者
を
し
：て
何
等
の

'

®

く
輸
出
業
を
經
營
す
る

,

- 

>
. 

•

を
得
せ
し
む
る
が
如
き
完
全
な
る
調
査
報
吿

.
の
任
；務

.
は
如
何
な
る
：备
說

.
の
機
_

と
雖
も
到
底 

能
く
す
る
所
に
非
ず
。斯

る

詳
細
の
調

^

ビ

配
處
と
は
各
當
寒
考
そ
れ

'
f

R

-其
營
業
經
營
に 

際
し
.
て
^
!
1ら
局

R

當

.&

ざ
る
可
&
ざ
る
も
の
な

る

こ

t

勿
論
な

ぅ

ど

_

も
、#
種
商
品
の
市
場

. 

一
般
の
形
勢
を
調

®

し
、1
般
の
信
用
狀
傯
及
び
法

0
.
0
係
を
鬧
明
し
：て
適
：當

0

報
告
を
與

八 

又
そ
れ
の
ぐ
，邦
國
そ
れ
ぐ
の
地
方
に
於
げ
る

.

_

稅
興
他
の

'
租
#

の
關
係
、

1

定
»
商
品
の 

過
不
足
、其
需
要
額
の
大
要
等
を
，報
告
し
て
以
て
、當
局
企

5

に
海
'
外
市
場
の
大
勢
を
知
ら
し 

め
、依
つ
て
以
て
其
企
業
及
び
經
營
に
便
す
る
の

 

一
0

は
公
園
體
又
は
茲
共
機
關
の
能
く
し
得 

る
所
に

®

し
、又
場
合
に
依
ち
て
は
外
國
に
於
け
る
偾
權
取
立
：其
他
の
權
利
主
張
に
關
し
て
輸

出
業
者
に
適
當
の
紙
援
を
與
ふ
る
が
如
き
も
此
槨
機
關
の

. ®
く

し
#

る
所
に
属
せ
り
。

、

. 

- 
'

'

然
り
而
し
て
此
等
各
方
而
に
關
す
る
咎
種
の
調
弯
報
齿
並
に
營
業
實
行
に
對
す
る
各
秫
の 

後
拨
は
當
業
漭

#

員

が

獅

，立

孤

行

獨

り

自

ら

蒐

攀

し

、獅
シ
自
ら
.
活
動
す
.る
ょ
り
も
遙
に
璺
富 

正
確
且
つ
有
力
な

る

も
の
し
に
て

M

當
な
る
公
共
機
關
に
依
ら
之
を
實
行
す
る
に
於
て
は
輸

'

出
の
促
進
に
資
す
る
こ

6

決o

 

.て
少
な
か
ら
ず
。外
國
に
於
げ
る
農
觀

1 :

樂
の

1

般
又
は
特
秫
パ

の
產
業
に
關
し
て
逾
當
の
報
吿
を
供
し
、其
運

.
0
交
通
法
律
，行

i c
R

關
す
る
制
度
を
龅
明
，す
，る

ど

n
a

 

W

に
當
業
漸
の
利
益
振
張
權
利
主
張
に
對
し
て
有
力
な
る
，後

®

を
與

'
へ
得
，可
き
適
當
の

機
路
を
組
織
す
る
は
正
に
一
定
の
祉
會

.
的
條
伸
の
下
に

.
於
け
る
輸
出
促
進
策
の
ま
©
手段ヾ
し

抓
す
何
く
锘
今

#

8

に
於
て
輸
出
獎
靡
策
と
し
て
實
施
せ
ら

.
る
\
所
亦
概
ね
此
外
に
出
で
ざ 

る
な- 

五
' 

.

此
種
の
輸
出
獎

B

機
關
は
何
れ
も
固
と
私
人
の

®

意
.
と
組
織
に
.成
れ
る
私
的
國
體
に
興
端 

を
發
せ
る
も
の
な
る
が
、爾
來
歲
月
の
經
過

W

共

に

國

家

其

他

の

公

圓

體

の

組

織

し

•
©
助
す
る 

所
5

 

\

方

今

に

て

は

多

く

は
S

の
公
典
的
機
關
：ミ
.
化
す
冬
に
栗
れ
：り
。

4

其
主
.な
る
も
の 

を
擧
ぐ
れ
ば
商
業
傅
物
館

(

商
品

i t

列
I f
ff
i

外
商
業
會
議
所
及
び

' 

通
商

m

吿
龃
轉
即
ち
是

f
o 

就
ホ
、商
業
博
物

館

は

一

八

七
.
S

初
て
雌
也
納

.
に
、說
‘
立

さ
..

れ
ね
る

g

海
g

^ l
g

s

,
嚆
矢 

e

し
て
-
爾
來
各
國
に
其
例
を
見
る
に
至
れ
る
も
の
に
屬
し
、_
職
分
は
頗
冬
廣
沉
な
る
を
常
ビ 

す
即
ち
先
づ
第

一

に
は
原
料
及
び
商
品
の
標
本
を
蒐
集
し
、

^

を
.
寒
查
じ

' 

丑
つ
献
列
し
て
以
て 

< ^

资
0

.
雜
梦

R

セ
し

.
1

A

に
於
て
は

«

原
產
地
を

^

& 

む
る
ヾ

」
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內
國
に
於
け
る
興
生

第
*

r
^

C

九八九

〕

論

m

輸
出
獎
勸
の
手
段

 

.第
七
號
-

九
三



第

十

怨(

九
九
〇
,v

.論

說

.輸
出
_

勵
の
手
段 

：

热

七

娜

九

^
:

產

を

鈹

吹

獎
»

す
る
の
資

?

爲
し
、又

-

方
' ^

は
內
外
國

'
に
輸
入
さ
る
：

>

生
；產
物
を
示
す

i

同 

特
に
外
國
に
於
け
る
其
生
座
及
び
製
造
の
方
法

^

敎
ゅ
る

0

.
用
に
供
す
る
の
み
：な
ら

t

M

に 

進
.
ん
で
，は
博
物
俯
自
ら
內
國
及
び
外
國
に
於
て
各
：種の
：共
進
會
属
靡
俞
を
開
催
す
る
め
任
に

■ 

當
る
の
風
ぁ
ぅ
。

^

ニ
に
は
外
國
市

®

に
於
け
る
各
種
商
品
の
販
路
の

#

;

否
、仕
入
先
の
所
在
、新 

な
る
商
業
上
の
機

*

、物
價
の
狀
態
、鐵
遨
船
舶
等
運
檎
上
の
聯
絡
、

*

賃
の

®

狀
、新
奇
な
•る
製
造 

方
法
、谷
a

M

料
の
新
使
用
法
、新
種
の
商
品
、包
装
の
方
法
、商
習
憤
の
：實
狀
等
に
關
す

_
る

細
大
の 

報
0

を
蒐
集
し
且
つ
雜
誌
の
發
行
、講
演
會
、講
習

.
會

の

；
開

催.等
に
依
：P

て
此
等
の
報
舍
を
可
及 

的
普
く
 

二
般
に
普
及
す

る

の、任
に
當
る
の
み
な
ら

.ず
、第
三
に
は

'
.此
等
の
事
項
に
關

.
し
.て
谷
個 

人
の
請
求
に
應
じ
所
有
る
調
避
報

.
吿
を
供
す
る
の
饪
に
當
る
。典
他
外
國
に
は
そ
れ
ぐ
幾
多 

の
.
代
理
店
及
び
報
锆
事
務
所
を

®

き
又
外
國
に

.
於
け
る

#

.
純
免
許
：の

.
取
：得
谷
種
.商
品
の
提
供 

者
の
搜
索
、關
税
間

0
0 
0

手
續
等
に
關
し
て
も
各
個
入

‘
及
び
法
人
の
爲
に
雞
宜

Q

後
後
を
與 

ふ
る
の
任
に
當
る
を
見
る
。勿
薇
、國
に
依
り
將
れ
地
方
に
依

.!
)
.
其
職
分
：に
は
多
少
の
相
違
'ぁ
れ 

ど
大
砵
如
上
の
行

‘
篇
斡
旋
に
依

&

外
國
市
場
に

» 1

す
る
其
廣
机
な

「
る
：智
識
を
以
て
質
易
槳
者 

殊
に
輸
出
業
潜
の
案
內
潘

i

爲
り
後
援
者
と
‘爲
る
は
何
れ
の
商
業
博
物
俯

も

皆
典
歸
を
一
に

:

,

.

、

パ

-

I

所
？

？

。：
ゴ

 

V

 

.

.

.、

此
輸
出
獎
膽
機
關

.
; «

前
述
の
：維

也

納

東

泮

博

物
.
館
：の
創
.設

後

幾

何

む

な

く

ー

八

八

ニ

年

に 

は
白
耳
義
の「

ブ
ル
ッ
セ
ル」

に

於

そ

初

て

商

業

博

物

節

な

る

名

稱

の

下

に

こ
.
般
的
の
.商
品
陳
列
所 

設
立
せ
ら
れ
、1
'

<
八
：六
年
に
は
維
也
納
.
の
束
洋
‘
博
物
飽
鑛
張
、さ
れ
て
广
般
.的

©
、商
業
捭
物
館
と 

爲
り
翌

一

八
八
七
年
に
は
匈
牙
利
其
例
に
倣
ひ

.
其
首
都
.に
商
業
博
物
館
を
設
く
る
に
至
れ

i 

次
で

i

八
八
九
ニ
年
英
國
は
其
帝
國
領
土
內
殊
に
植
民
地

$

の，商

*

促
*

の
.爲
に
所

.
謂
る

「

ィム

チ
r

ト」

な
る
商
業
博
物
館
を
設
け
、佛
國
は
て
八
九
八
：年
所
謂
國
取

^

1

蒯 

.

商
局
な
る
呢
別
機
關
を
設
け
。米
國
は
一
八
九
五

.
年
、又
倂
太
利
は

1

.

<
八
四
年
何
れ
.も
其
例
を 

抱
へ

ぅ

救

り

獅

逸

に

.，於
て
は
帝
國
商
業
博

_

物
館
說

'
定
_の
：議
0

.
興
に
：
 

一
A
 

A

1

年

に

起

る

?>
石 

:

し
も
遂
に
成
功
す
る
に
至
ら
ず
。併
し
輸
出
商
品
陳
列
所
は

 

一•八
八

P

年
以
來

「

ス
ッ
ッ
ト
ガ
ル
ト

」

‘ 

「

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

」

等
を
初
め
ビ
し
て
重
な
る
商
業
：地
に
：數
多
設
定
せ

.
ら
る
、
に
至
れ
る
も
の

あ
り
。爾
來
各
國
の
政
府
そ
れ
ぐ
：に
或
は
其
旣
：設
の
規
模

.
を
：擒

張

し

或
« -
'
新
：に
各
地
方
に
之 

-

を
新

^

す
る
等
其
規
梭
施
設
に
.多
へ
少
大
小
優
劣
の
"
差
.
こ
.
わ
ゎ
れ
*

可
き
泳
の

|

る
は
饼
ふ
に
各
國
の
朝

'
野
の
.
等
し
く
其
效
果
を
認
め
た

_

る
の
'結
果
に
外
な
ら
ざ

> 

l

i

^(

ゾ.ソ
.
ー)

.

.^

0

輸
.
/出
换
败
.の
_

手
段
. 

笫ヒ輝ン丄
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饿
十
怨
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(

九九二

)

論

E

輸
斑
獎
励
の

^

段

m

七

热

T
N

プ

• 

.
る
-.可
し

'0
.

. 

.

. 

• 

'
■
.
.
.
V 

:■'
:

■•
■

:

, 

. 

.

.

. 

.

. 

-'

; 

.次
に
外
國

.
に
於
け
る

.
商
業
.
會
議
所
は

^

地
の
商
業
會
議
所

^

^

じ
く
商
業
當
事
潘
の
.
^
益

代
表
機
關
に
し
で
、其
主

ft

る

目

的

は

外

®.^
:
居

往

せ.る

商

人
.の
有
力
，な

る

後

後

考
^j

爲
り
此 

等
商
人
の
爲
に
當
局
官
憲
ミ
の
交
涉
、裁
刺
學
件
等
の
場
合
に
輝
當
の

：
.雜
旋
を
爲
し
、又
爷
秫

0
 

, 

必
喪
な
る
報
告
を
供
ず
る
に
在
れ

r

.

%3t

他
又

】

方
に
於
て
は
本

®

ビ
の

Tr

取
弓
ダ
促

ai

し

«

花
領

.事
に
狻
拨
を
與
へ
本
國
に
於
け
る
輸
出
獎
獨
機

|«
を
援
肋
す
る
尊
の
任
に
赏
り
以
て 

'

%

國
厳
槳
の
海
外
發
展
に
資
す
る

.
を
常

S

す
。國
家
公
認
否
な
國
立
の
商
業
會
議
ぞ
を
外
拯
に

設
立
し

.
た
る
は

1

八
七
ら
年
燠
國
政
府
が
其
商
槳
會
議
所
を
フ
コ
シ
ス
ダ

^

けれるを觴

v
j

す
»

後
一
八
八
〇
年
代
に
及
び

.て
佩
國
先
：づ
著
名
0
:
.歐

洲

商

業
.
'地
#
處
虬 

中
^

沿
岸
の
諸

^

市
.並
に
南
米
の
谷
地
に
其
商
業
會
議
所
を
設

^

し
白
其
義
伊
太
ネ
塽
洪

&

:
( 

北

米

合

衆

國

、露

西
in
i

其
他
の
諸
邦
又
相
次
で
佛

_

0

例
に
麻
ひ

'
外
國
各
地
ボ
务
自
其
商
業

#

_

所
を
設
ぐ
る
に
至
れ

4

。而
し
て
英
國
の
伽
き
は
當
今
其
所
領
；殖
民
地
の
制
市
に
於
て

)

.

J

i
 

個
所
、外
國
に

：

於
て
十
個
所
の

！®

立
商
業
會
議
所
を
有
せ
る
の
有
樣
な

b

ミ
い
ふ
。又
以
て
其
發

- 

' 

' 

.

.....ぐ

：

,

■
 

.
.
.
.
.

 

.

. /

.I

バ

達

.を
見
る
：に
足
ら
ん

。

.

.

.

I 

'與
_

趣
痛

.揮
吿
_

ち
■

易
0
:
:發
舉

■

- !

係
.
を
^

す
名
.
各
*

:
報
舍
を
；
1

集
^

示
す
：る
设
駔

a
 

•

に：至
ゲ

'
.戊：，は

^

來
旣
に

'
久
4

_

赏
顆

9

官
：靡
自
务

^

厥
稃
徵
办

^

被
狀
ぁ

t

M

商
.
g

關
す
'る
 

.

領
_

の：
«

査
；報
丧
は

.
即邶ち：典

.主
长
る
泠

© '

に，し
て
減
事

«

】

般
に
的

_

の
：
.エ
_

及

；
び
：
。
貿

為

に
 

.
取
タ
マ

®

大
，，Q
.

; i

係
.

★

り
^

■

む

可

き
一
，
切

の
，
#

實
及
び

論
'
動
に
_

^

M

>
Kr
;t
'
J H

■
な
ル

調
. 

★

報
吿
を
本

H

政
府
に
致
す
可
き

®

分
；を

有

す
.
る
な

.

C
S。

然)

：れ
オ
領
琪
は

_
通

商
報
齿
以
外
.傅
ほ 

'
他
に
道
要

.な
飞
幾
多
の
職
分
を
有
す
る
が
故
：に、其
經
濟
上

Q
:
.

報
吿
は

'
常
.
に
必
す
し
も
迅
速
.完 

全
.
且
つ
.：精

緻

な

々

を
. #
^

働
々
4

す
れ
ば
、新

即

雛
_

等
«

«

:

の
：稱
的
報
吿
に
：劣
る
を
免
れ
ず 

し
て
、之
を

«

際
：的
通
商
.
の)

用
^

.
供

士
^

枳
は
餘
り

R

a -
綏
丑
つ
不
鑛
實
な
る
为
慽
な
会
に
非 

す
。然
办

W

輓
紙
に

.

莩
決
僦

»

0.

徬
に
.
«

F9
.

,0
;
難
碑
學
锟
官

.を
» '

以
^

锨
_

の
.：欠
を

«

は
'
し
，め 

ん
ビ
す
る
龃
：織

0 .

幾
多
-
邦
.國
に
讀
施
：せ

^ •
^

、
^

.
至
：れ
る

'^
>
: 0
.ぁ
々
、菜
ば 

,
:

.0

諸
國
に
て
は
領
靱
琴
全
：
别
種
な

.

$

別
の
贸

#

継
：：
務
官
を

®

地
咸

.派
«

'
し
，て
邦
：

.驻
：在
の 

,
敏
商

«

爲
上

0

,
變
®

^

斷
1

#

報
吿

^

る
の
任
に
當

'
ら
し
む
名

It
■

れ
：る

.：̂

見
：る

。U

 

:
•■

典
他
、國
ね
依
は
商
務
周
典
他
の
官
廳
自
ら
通
商
報
告
の
機

» 1

ビ
し
て

a t

:.職
に
任
す
る 

-

S

ビ

ぁ
々
。蓋
し
商
業
會

.饑
所
は
數
個
の
例
外
を
除
く
の
外
方
今
何
れ

.
4

國
設
，
$

機
»]

坏
4

:て

•

.
-筋十萆：

.

(

九九三

)

'
,
骑
：し
胧

::
.
;
.
.輸，讲

|'

轉
勵
の
.手段
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.

f
 

m
 

. 

r
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!
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(
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論
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出
‘
坳
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苹
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雜
七
號
，

九
八
广

. 

.

商
務
兄
の

1
部
分
を
桃
成
す
る
か
教
し
ぐ
は
其
所
風
機
關
れ
る
の
常
な
れ
ぞ
も
询
業
命

e

r

 

が
^

の
如
く
商
務
荀
の
直
轄
に

®

せ
ざ

^

場
，合

.に
在
り
て

. «

商
務
局
自
ら
商
業

#

«

所
ミ
相

:

並

.ん

で

調

避
€

吿
0

ニ
ー
 

機
'
關

幺

し

；て
作
用
.
す
る
；'こ
'
ム

：
：少

：
か

，
ら

ず

,#
.
太
.
利

ば

於

..て

一

八

九

五

^

• 

• 

. 

.

, 

.

以
一
.來

商

務

潘

内

に

-
偶

の

：
通

商

報

吿
.周
0

設

置

：
さ
■'れ

：
，
お

：
る

が

如

：

_

-»

ち
«

--

例

：
に

し

：
て
:»
逸

■

-

-

, 

.

帝
國

1

商
政
策
上

’の

：i

任
務
：一
；
：
.切
を
.
.其
內
務
省
內

.

.の

：_
1
.局1

2
S

し
.
公
利
物
及
び
調
査

：
,

»

« ,

に
依

j
 

T

之
を
公
衆

」

般
' 0

用
に

■供
：せ：る
：

が
： .

部
き
も
亦
其
凝
態
な

$

。典
他
領
事

'報
.语讀ー 

易
事
務
官
の
報
吿
並

.に
孤
商
關
係

^

影
：響
ぁ
名
外
國
の

*

_

行
*

に
關
：す
，.る
報
舍
等
を

.
集
.め
'
,
:

て
之
を
公
列
し

1

般
商

H

業
.0 

.の
用
。に
供
す
名
は
，方

今

各
a

©

.
政
府

-

般

：に
，實
.
行
し
つ
、

ぁ
：：：

■

6

 

0

 

,
^
, 

0

 

^

 

h

y

o 

- 

_

• 

-
 

•
 

ノ

^
 

く：、 

> 

:

'

:

ン：

!■

•
1

固
の
政
维
が
，輸
出

'促
進

.の
方
策
マ

j

し

て

施

し

辨

可

き

施

設

：姐
大
：略
以
-4

述
ベ
れ
る
が
如

‘

■ 

• 

' 

. 

,

し
。

s

來
典
极
底

.
に
於
て

」

秫
，の
矛

‘
®

を
包
藏
せ

.
る

內

國

生

.産

き

の

輸

m

獎

磐
'
外

_

ド

於

け

* 

-. 

.

. 

- 
; 

• 

-
' 

.

.

.

.

.

. 

• 

.

る同
：： 1

精
神

.
に
*

け
る

.
政
乘
办

.爲

.は
_

に
大

^

«

有
效
：範酿

^

‘制
限
せ
ら
れ

.ぎ
る「

を
捧
ず
減 

施
雖
範
、
_

は
'內
國
±

槳
做
1

0

政
.策
と
等
し
ぐ
：企
槳
經
營
に

_對
.す
る
*

抓
，の
^

«

を

可

及

的

.
ー

.

. 

■
■ 

• 

■ 

. 

• 

• 

- 

.
'
.
-
.
.
.
.
.
I
.
.
. 

'
.
-
.
■• 

• 

■ 

' 

.

对
除
し
外
國
市
場
に
腳
す
る
疋
確
な
る
智
識
を
可
及
的
廣
く
嵆

.
及
し
、览
つ
權
利
の
.
俊

®

に
對 

し
て
疋
常
な
る
保
證
ど
豫
防
を
礁
保
す
る
の
外
に
出
で

t

此
局
限
さ

.れ
た

.
る
保

■

以
外
に

B I 

に

j

胂
の
保
謐
を
留

.
む
も
そ
は
國
家
の
腊
ぐ
し
、得

.

.カ
_
所
^

非
す
。縱
令
ひ
當
路
漭
の
國
家
范
能 

を
^

じ
て

S I
-

に
進
み
れ
る
保

»

. ^

涉
を

m

み
ん
ど
；す

.
る
•

«

.あ

り

マ」

す

る
':
?
>
、
部

結

架

は

國

內

に
 

於
て
は

一

部
®

級
又
は
一
足
人

.
士
0

‘
特
患
保
識
に
險
ヶ

‘

て
爾
：餘
一
:
;般
企
業
'
家
.
の

密

起

活
11

]/;を 
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